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第１号議案 

一般社団法人町田市介護サービスネットワーク 

２０１６年度町田市介護人材開発センター事業実績報告書（案） 

 

１ 総括 

２０１６年度は、町田市介護人材開発センター（以下、センター）事業が５年を過ぎ、

各種連絡会等の関わりもさらに多くなった。また、町田市からの受託事業も多くなり、

町田市の介護保険関係事業の要になれるように進めてきた。町田市からの期待も大いに

感じ取り、センターとしての役割を認識しながら事業の実施に取り組んだ。 

センターの認知度の向上を図るため、研修や連絡会、関係団体の情報等をホームペー

ジ、メールで提供し、フェイスブック等のＳＮＳの活用、「まちカフェ」への参加を通し

て、市民及び関係者等への啓蒙・周知に取り組んだ。 

会員事業所数も３月末時点で３６５事業所となり、昨年の同時期に比べ約３０事業所

増加となり、約６５％から７１％の入会率となった。 

課題である財源の安定に向けては、既存の受託事業を増やすとともに新規の委託事業

を受託し確実な実施に努めた。 

 

（１）人材確保事業 

① ハローワーク町田との共同面接会を継続し、雇用機会を維持する取り組みを実施した。

年１１回実施、１３４名の求職者が参加され２５名が就労に至った。しかしながら、

昨年度と比較すると参加者数は５０名の減、就労者数も１１名の減となった。ハロー

ワーク担当者と少しでも参加者が多くなるように協力して取り組んだが、有効求人倍

率が増加し、雇用情勢が上向きと言われる昨今はハローワーク全体でも来所者が少な

くなっていると聞いている。介護分野に特化した定例の面接会は唯一であるため、今

後も、ハローワークと連携して参加者を増やしていきたい。 

② 町田市社協「福祉のしごと相談会」への協力、後援し、採用機会の確保に努めた。昨

年度より約４０名少ない８４名の参加者数であった。 

③ 学生向けの就活フェアを実施し、次世代を担う人材の確保に努めた。参加法人は１３

法人と例年と変わらず多かったが、参加した学生は１６名と昨年とほぼ同数にとどま

った。参加法人からは参加者数を増やすような取り組みへの要望があったが、学校か

らの情報では１名の学生に対して１０法人の求人がある状況と、紹介事業所を利用す

る学生が多くなり、自分で就職先を探すことも少なくなったという。学生が直接、法

人の職員と話ができる機会として有効性はあると考える。 

④ 市民向け介護技術講習会を継続し、家族介護者の基礎介護技術習得、介護や認知症へ

の理解を深めるとともに、介護等求職希望者への就職支援、現任職員への基礎介護技

術の学び直しの機会となった。昨年度は雪のために１回中止となったが参加者数は１

４名増の７０名となった。市民の参加も常に約半数あり、市民から一定の要望を得て

いる講習会である。 

⑤ 学校での特別授業では専門学校と高校の２校で実施。専門学校では卒業生が講師とし

て、高校では看護師、社会福祉士、介護福祉士（介護支援専門員）といった多職種の



 

講師を依頼し、現状と将来に向けて学生とディスカッションできたことで参加した学

生からも将来に向けたイメージが持てたと好評であった。 

⑥ 町田市内で開講する介護職員初任者研修の情報提供を年４回実施。これを見て受講

した方もあった。 

⑦ 町田市内養成校卒業生就職状況調査を実施。市内大学・専門学校など６校に依頼

し、全学校の回答を得る。２０１５年度卒業生の合計は２，６６９名。全体で介護

福祉施設に就職した学生は１８１名であった。そのうち、町田市内の介護福祉施設

に就職した学生は２７名で介護施設に就職した学生（１８１名）の１４.９％であっ

た。市内から通学している学生ばかりではないため、自宅近くで就職を希望する傾

向や、福祉専門分野の学生だけの集計ではないことにより低い数字が出たと考え

る。介護職員不足を補っていくには、専門分野の学生にとらわれず、様々な分野で

学んでいる学生に一人でも多く、興味を持ってもらえるような働きかけが必要であ

る。 

⑧ 介護職員初任者研修は、新規にスタートした他事業（アクティブシニア人材バンク

事業）を優先し、実施を見送った。なお、初任者研修については他法人の行う市委

託事業への事業協力として、情報提供等を行った。 

⑨ 町田市介護保険事業所介護職員雇用動向基礎調査を実施。介護職員がいる対象事業

所３３４事業所に対して１１８事業所から３５.３％の回答であった。その中で、介

護を担う職員では非正規職員の割合が高く、そのうち、訪問介護員では９割以上、介護

職員では６割弱が非正規職員であった。訪問介護員、介護職員ともに慢性的な不足状況

にある。訪問介護員では８５％強、介護職員では６７％強が不足状況にあると回答して

おり、慢性的は不足状況にあることが伺えた。 

⑩ 町田市内外国人介護職員雇用促進検討会を設置し、検討会を年２回実施した。これ

からの介護職員を確保する上でも、外国人の雇用を視野に入れた活動を展開してい

くことが必要であるが、出身国による在住外国人同士のネットワークは強固である

ため、町田市内の事業所が一丸となり、同じ方向性で活動を展開した方がより有効

であることがわかった。 

⑪ ケアラー公開講座～地域の担い手は市民が主役～年１回実施した。今年初めての講

座として実際に家庭で介護をしている方をパネリストに迎えて開催したが、「ケアラ

ー」という言葉が浸透していなかったこともあり、参加者数は１３名にとどまっ

た。この講座を通して、介護だけにとらわれず、自分の時間を作るなど経験者から

の実体験を聴くことで、元気な介護者・市民を作り上げていくことができると考え

る。 

 

（２）人材育成事業 

① 町田市介護保険課共催研修として「法令遵守研修」を各連絡会別に実施。合計で５回、

延べ２３４名の参加を得た。昨年度は３回実施し、延べ２６７名の参加があり、約３

０名の減であった。「相談援助研修」では延べ１５３名の参加を得たが、昨年度よりも

１０名の減であった。他の研修でも言えることではあるが、職員の確保が難しく市内

の研修でも参加が難しくなっていると考える。 

② 町田市高齢者福祉課共催研修として「高齢者支援センター向け・虐待研修、権利擁護

研修」を実施。延べ１２６名の参加。昨年より２７名の増となった。これは権利擁護



 

事業の必要性や制度を理解していきたいと考える事業所が増加したことによると考

える。また、難しいケースが増えてきているとも考えられる。 

③ 「新任職員研修」には３９名が参加。昨年度より８名減であった。新入職員の減少と

日常業務での介護職員確保のために研修への参加が難しくなったと考えられる。 

④ 「介護リーダー養成講座」では延べ６０名の参加があり、昨年度より１名増となった。 

定員９０名のところでは３割減の状況。研修に出しづらい現場の環境があることが原

因の一因になっていると考える。 

⑤ 「職員向け介護技術講習会」全３回実施。延べ３１名の参加。昨年度より２０名の減

であった。定員２０名で３日間の講習会であることから約５０％の参加率にとどまっ

た。 

⑥ 「認知症研修」には２６名が参加。昨年度より３名増となったが定員の半分の参加者

数であった。年末の実施と認知症に関する研修機会の増加の影響も一因と考える。 

⑦ 「リスクマネジメント研修」は２回実施し、延べ４２名が参加。昨年度より７名増と

なった。定員３０名の２日間であることから６割の参加率にとどまった。 

⑧ 「介護職員向け医療的観察・報告の仕方」では２回延べ３２名が参加。昨年度より１

名増となった。今年度は日中の開催を控え、夜間で２回実施したが参加者数の増には

繋がらなかった。訪問介護向けに実施したが訪問介護事業所からの参加は少なかった。 

⑨ 「訪問介護計画書作成研修」は出張研修やサ責カフェ、町田市訪問介護事業者協議会

主催の研修が複数回行われたため、それに置き替えて実施した。通常の研修より講師

がより近くなり参加者には有意義な時間となり、理解が深まったと考える。 

⑩ 「介護福祉士国家試験対策講座」筆記編は制度の改正もあり参加者は９名となった。

昨年度は制度改正前とも重なり２９名の参加があった。「実技編」は中止とした。 

⑪ 出張研修は「マナー・接遇講座」「介護職員の記録の書き方」「訪問介護計画書の書き

方」などメニューも増え１１５名の参加が得られた。 

⑫ 「アクティブ福祉 in 町田」は１０年目を迎え「町田市医療・介護・福祉研究発表大

会」と名称も新たにし、発表題数も３０題に増やして実施した。参加者数は４３７名

と昨年度より約５０名の減であった。学校と町田市からの参加者数は減ったが、各

事業所からの参加者数は増えた。 

 

（３）就労継続支援事業 

① 「メンタルヘルス研修」は介護施設での職員のストレスチェック義務化に伴い、職員

へのメンタルヘルス対策をテーマとした研修を実施した。参加者数は７名、昨年度よ

り１３名減となる。同じテーマで続けて実施したことが要因の一つと考えられるが、

参加者の「ストレスチェック」の認知度は０で、誰も制度化されていたことを知らな

かったことも主な要因と考えられる。 

② 「職場の人間関係の在り方～交流分析を通して」は、数年ぶりに実施したところ、定

員２０名のところ２１名の参加が得られた。 

③ 「就労継続支援事業」は、新規にスタートした他事業（アクティブシニア人材バンク

事業）を優先し、実施を見送った。 

④ 「介護カフェ」は介護職員の定着支援としてスタートした。参加者の自主的な活動を

事務局で支援し、参加者自らが研修を企画・運営しながら研鑽した。 

⑤ 「サ責カフェ」は当法人代表理事が主体となり「町田市推奨版 訪問介護計画書」の



 

書き方の勉強会を継続して実施した。一般研修などと違い、参加者は、有識者から様々

な現場の方まで広く参加され、各々の立場や思いを伝えながら記録の書き方の確認、

勉強を実施した。 

 

（４）アクティブシニア介護人材バンク事業 

２０１６年１０月にアクティブシニアの介護予防や生きがいづくりと、多様な担い手

の創出による介護従事者の負担軽減と人材確保の両方を目的に、新規事業として開始し

た。 

① 初年度の事業立ち上げとして、有料職業紹介の認可取得、事業所や初度設備等の環

境整備、事業周知、アクティブシニア介護人材バンク事業を活用した雇用に関する

ヒアリング（町田市高齢者福祉施設部会会員の１３人１７施設）を行った。 

② 研修・就労相談事業では、介護の仕事を支える基礎知識を学ぶ「初級研修」（５回、

参加者数１８０名）、施設見学・事業所説明会（１２施設・説明会のみ参加５施設、

参加者数１７７名）を実施した。 

③ アクティブシニア介護人材バンク事業では、１月に職業紹介事業の許可を得て、ア

クティブシニア介護人材バンクを開設し、２月より求人・求職登録の受付、マッチ

ング、紹介を開始した。 

④ 就労支援事業では、就労後の訪問（電話）面接を行うとともに、初級研修修了者に

対して、研修終了後の状況調査（はがきによる回答）を実施した。 

⑤ 施設見学・事業所説明会、アクティブシニア介護人材バンクでの紹介により、２９

名が就職に至った。 

⑥ アクティブシニア通信第１～３号の発行、パンフレット・ホームページの作成を通

じて、情報提供を行った。 

 

（５）受託事業 

①町田・安心して暮らせるまちづくりプロジェクト事務局事務委託事業 

定例協議会 年４回、研修会 年２回、介護検討部会 年２回を事務局事務として 

町田市担当部署の高齢者福祉課と連携した。協議会開催に係る連絡調整、事務等、 

協議会に関する啓蒙活動（ホームページ、フェイスブック等）などを実施 

②要介護認定調査事業 

年間件数：８２３件受託 

③要介護認定関係研修事業 

・新規研修 年 4 回 新任調査員を対象とした研修を町田市役所にて実施。 

・出張研修 年 4 回 模擬審査会をテーマに実施、圏域別に４回実施。 

・内部研修 年６回 町田市調査員、事務受託法人の認定調査員向けの研修を町田市 

役所にて実施 

・現任研修 年１回 町田市内の全受託法人の認定調査員向け研修を健康福祉会館で 

実施。 

④総合支援事業研修「訪問型サービスＡ従事者研修」               

年１回２０時間コース（１日５時間を４日間）の研修を実施した。定員６０名に対し

９０名の応募があり、抽選の結果６４名が受講し、６２名が修了した。「まちいきヘ

ルパー」として３７名が就労に至った。 



 

 

（６）ネットワーク促進事業 

① 町田市高齢者福祉施設部会、生活相談員連絡会では、事務局として、特養の特例入所

指針作成や入所申込書の改訂、医療処置対応一覧作成等に取り組んだ。 

② 町田市通所事業所連絡会では、事務局として、連絡会活動の支援や事業所プロフィー

ルシートの取りまとめ、各部会の調整や部会実施に取り組んだ。 

③ 町田市福祉用具事業所連絡会では、研修やケアマネジャーとの連携などに事務局とし

て支援を行った。連絡会としてアクティブ福祉 in 町田や多職種連携研修会などに参

加し、福祉用具の展示や住宅改修研修会での貸し出しに協力した。 

④ 町田市訪問看護ステーション連絡会では、連絡会主催の研修等を事務局として支援し

た。また、情報誌などの取りまとめも実施した。 

⑤ 町田市特定施設事業所連絡会では、事務局として、立ち上げから支援を行った。連絡

会設立後は、研修活動や機関誌、名刺・ロゴマークの作成の支援を行った。 

⑥ 町田市訪問マッサージ連絡会は立ち上げ、連絡会活動の支援を行った。 

⑦ 町田市や町田市社会福祉協議会等の外部委員会への推薦委員派遣を通して、行政等へ

の提案や地域の高齢者福祉サービスの向上に取り組んだ。 

⑧ 会員交流会を開催し、顔の見える関係づくり、情報交換を行った。 

 

２ 各事業実績 

  各事業の内容は、参加者数等は、別紙「2016 年度町田市介護人材開発センター事業 

報告・参加者数」をご参照ください。 

 

（１）人材確保事業  

No. 種別 事業名・概要  

01 面接会 
介護・福祉ミニ面接会 

（ハローワーク町田・相模原・八王子との共催）全 11 回実施 

02 面接会 
地域密着型就職面接会・福祉のしごと相談面接会（協力） 

町田市社会福祉協議会、東京都福祉人材センター主催 年 1 回実施 

03 
相談・ 

面接会 

学生向け就職説明会「福祉のしごと就職フェア in 町田」 

年１回実施 

04 講習会 

市民向け基礎介護技術講習会（家族介護、就労希望者向け）  

年 3 回実施 清風園、いづみの里  桜実会 

協力：東京都介護福祉士会町田ブロック会 

05 
広報・ 

啓発 

学校での特別授業 

2 校で実施  町田福祉保育専門学校、野津田高等学校 

06 
情報 

提供 

町田市内における介護職員初任者研修開催状況の情報提供 

年 4 回更新 

07 
統計 

調査 

町田市内養成校卒業生就職状況調査 

年１回実施 

08 講習会 

介護職員初任者研修 未実施 

新規にスタートした他事業（アクティブシニア人材バンク事業）を 

優先し、実施を見送った。 



 

09 
統計 

調査 

町田市介護保険事業所介護職員雇用動向基礎調査 

年１回実施 

10 
調査 

検討 

町田市内外国人介護職員雇用促進検討会の設置 

年 2 回実施 

11 講習会 
ケアラー公開講座～地域の担い手は市民が主役～ 

年 1 回実施 

  ※就職相談・面接会、講習会では、就労相談を行う。  

 

（２）人材育成事業 

No. 種別 事業名・概要  

12 

法令遵

守 

中堅・ 

上級層 

法令遵守・運営基準・法改正研修     介護保険課共催 

年 5 回（2H／回）実施 

①居宅介護支援事業所 

②訪問介護事業所 

③通所事業所 

④福祉用具事業所 

⑤訪問看護ステーション（中止） 

⑥特定施設事業所（追加） 

13 

相談 

援助 

中堅 

相談援助研修 介護保険課共催（主任ケアマネ推薦要件研修） 

ソーシャルワークの基礎 

年 6 回（１コース３講座×２回）実施 

14 

支援ｾﾝﾀ

ｰ 

中堅・上

級層 

高齢者支援センター職員研修①  高齢者福祉課共催 

高齢者虐待への対応について 

年１回実施 

15 

支援ｾﾝﾀ

ｰ 

新任・中

堅・上級

層 

 高齢者支援センター職員研修②  高齢者福祉課共催 

権利擁護事業について 

年１回実施 

16 

基礎知

識 

・技術 

新任層 

新任職員研修 

年 1 回（6H）実施 

対人援助職として必要な基礎的な知識、技術の習得と学び直しを図る。 

①社会人としてのマナー・接遇、職場でのコミュニケーション 

②認知症の理解 

③法令遵守、リスクマネジメント 

17 

ﾘ ｰ ﾀ ﾞ ｰ 育

成 

中堅層 

介護リーダー養成講座 

介護過程の理解と職場での展開、記録の書き方、リーダーシップ、 

自主・グループ研究の発表 

講義 3 回、グループ研究 2 回、アクティブ発表 

18 
介 護 技

術 

職員向け介護技術講習会 

年 3 回実施 



 

中堅層 持ち上げない介護、機器を活用したこれからの介護技術等 

19 

認知症 

新任層 

・中堅 

認知症研修 

年 1 回（3H）実施 

事例検討～認知症の疑いから受診まで 

20 

ﾘｽｸﾏﾈｼﾞ

ﾒ ﾝ ﾄ・中

堅・上級

層 

リスクマネジメント研修 

年 2 回実施 

リスク回避、苦情対応等 

21 

多 職 種

連携 

中堅層 

ファシリテーター養成研修「担当者会議の開き方」 

全 3 回（2.5H／回）実施 

サービス担当者会議の準備、開き方等 

22 

多 職 種

連携 

新任層 

介護職員向け医療的観察・報告の仕方 

年 2 回（2H／回）実施 

利用者の様態変化の観察視点と報告の仕方、脱水防止、感染症予防、終

末期への関わりについて等 

23 

訪 問 介

護 

中堅層 

訪問介護計画書作成研修   

法令に基づく訪問介護計画書の作成について 

町田市推奨版「訪問介護計画書」ができ、出張研修・町田市訪問介護事業

者協議会などの研修や「サ責カフェ」にて勉強会を実施しため。 

24 

継続 

資 格 取

得 

新任層 

介護福祉士国家試験受験対策直前講座 

筆記編：年 1 回実施 

実技編・中止：今年度より実技試験がなくなったため中止した。 

25 

継続 

講 師 派

遣 

出張訪問研修 

会員事業所の希望に沿った内容で、5 施設で実施 

・内容：（1）接遇・マナー 

    (2) 介護職員の記録の書き方 

    (3) 訪問介護計画書の書き方   

26 

継続 

共通 

研 究 発

表 

第 10 回町田市医療・介護・福祉研究大会「アクティブ福祉 in 町田’16」  

10 回記念大会 

年 1 回実施 

福祉・介護をテーマとした実践研究発表、講演会、 

福祉用具等の展示他 

 

（３）就労継続支援事業 

No 種別 事業名・概要  

27 

ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ 

中堅・上

級層 

メンタルヘルス研修 

年 1 回実施 

職場（部下）の精神衛生とモチベーションアップ等 

28 

自己啓 

発 

ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ 

職場の人間関係の在り方～交流分析を通して 

年 1 回実施 

自己と他者との心理的交流傾向を知ることで良好な人間関係を築く 



 

29 相談 

就業継続支援事業  中止 

新規にスタートした他事業（アクティブシニア人材バンク事業）を 

優先し、実施を見送った。 

30 
相互啓 

発 

介護カフェ 

年 12 回実施 

ピュアな関係を通して自己を見つめ、情報交換等を通して制度や実践力を 

高め合う。 

31 
相互啓 

発 

サ責カフェ 

年 11 回実施 

ピュアな関係を通して自己を見つめ、情報交換等を通して制度や実践力を 

高め合う。「町田市推奨版、訪問介護計画書の書き方」勉強会 

 

（４）アクティブシニア介護人材バンク事業 

No 種別 事業名・概要  

－ 
研修 初級研修 

全 5 回 参加者 180 人 

－ 
説明会 

 

施設見学・事業所説明会 

全 12 回 参加事業所 20 箇所 参加者 148 人 就職者数 24 人 

－ 
人材バン

ク 

アクティブシニア介護人材バンク 

年度末登録者 25 人、就職者数 5 人 

 

（５）委託事業 

 種別 事業名・概要 

32 委託 

町田・安心して暮らせるまちづくりプロジェクト事務局事務委託事業 

定例協議会 年 4 回、臨時の定例会 年 2 回以内  研修会 年 2 回 

介護検討部会 年 4 回 

・協議会開催に係る連絡調整、事務等  ・協議会に関する啓蒙活動 

・研修会の企画立案及び運営 

33 委託 
要介護認定調査事業 

・件数：823 件 

34 委託 

要介護認定関係研修 

・新規研修 年 4 回、延べ 50 名参加 

・出張研修 年 4 回、テーマ「認定調査の基本的な考え方」「模擬審査会 

～伝わる特記事項の書き方～」（第 2 清風園、まちだ正吉苑、コモンズ、 

町田誠心園）延べ 58 名参加 

・内部研修 年６回 延べ 130 名参加 

・現任研修 年 1 回 テーマ「認定調査、質問の仕方とポイントをつかん 

だ書き方」延べ 222 名参加 

町田市の委託内容に沿ったものを実施 

35 委託 

総合支援事業研修「訪問型サービスＡ従事者研修」 

年 1 回 20 時間コース（１日５時間を４日間） 

・応募 90 名、受講 64 名、修了証授与 62 名、37 名の就労先が決まる。 



 

 

（６）ネットワーク促進事業  

No 種別 事業名・概要  

36 
法人会 

議 

会員総会 

・回数：年 2 回  ・時期：6 月（定時総会）、3 月 

・内容：定款第 14 条に定められた事項他 

37 
法人会 

議 

理事会 

回数：年 5 回 

内容：当法人の業務執行の決定、理事の職務の執行の監督等を行う。業務執

行に必要と認めた場合、委員会（法人検討委員会）を設置した。 

38 委員会 

運営委員会  

・回数：年 2 回  ・時期：5 月、2 月 

※定款第 36 条により、会長の諮問に応じて助言を行い、又は事業計画の実

施のために意見を述べる委員会であり、運営委員は、連携諸団体の推薦を受

けた者を理事会の推薦により会長が委嘱する。 

39 委員会 

法人運営検討委員会 

回数：年 3 回 

内容：今後の当センターあり方についての会議を実施 

40 委員会 

ネットワークサポート委員会 

・回数：会議 年 4 回（アクティブ実行委員会含む）アクティブ当日 

※会員施設から推薦されたセンター事業をサポートするリーダー職員で構

成。 

41 連絡会 
町田市高齢者福祉施設部会 

・回数：年 5 回  時期：5 月、7 月、9 月、11 月（交流会）、2 月 

42 連絡会 
町田市高齢者福祉施設部会 生活相談員連絡会 

・回数：年 3 回  

43 連絡会 

町田市通所事業所連絡会 

・回数：総会 年 1 回 役員会 年 12 回、ブロック会 年 2 回、 

    認知症デイサービス部会 年 2 回、小規模通所部会 年 2 回 

    通所リハビリ部会 年 2 回 

・内容：連絡会の事業計画に沿った活動を行う。 

44 連絡会 

町田市福祉用具事業所連絡会 

・回数：総会 年 1 回 役員会 年 8 回以上 全体会 年 7 回 

・内容：連絡会の事業計画に沿った活動を行う。 

45 連絡会 

町田市訪問看護ステーション事業所連絡会 

・回数：総会 年 1 回、全体会 年 5 回、研修 4 回 

・内容：連絡会の事業計画に沿った活動を行う。 

46 連絡会 

町田市特定施設事業所連絡会 

・回数：総会 年 1 回 役員会 年 12 回 全体会 年 3 回 

・内容：連絡会の事業計画に沿った活動を行う。 

 

47 

 

連絡会 

町田市訪問マッサージ連絡会（アドバイザーとして参加） 

・回数 設立総会・役員会５回・連絡会４回交流会４回・意見交換会１回 実



 

施。 

48 
新規 

企画 

多職種連携研修会の企画  変更・未実施 

今年度は要望がなく実施がなかった。  

49 交流会 
大会交流会「ベストウェスタンレンブラントホテル東京町田」にて実施。  

・年 1 回 11 月 9 日（アクティブ福祉 in 町田当日）136 名参加 

50 

TV 会議ｼ

ｽﾃﾑの活

用 

・町プロでの TV 中継、コンソーシアム研修会（南多摩保健所、町田市民病

院）など、さまざまな機会にＴＶ中継を実施した。 

 

 



 

参考資料 

 

【会員組織】 

 ・町田市高齢者福祉施設部会－生活相談員連絡会 

 ・町田市通所事業所連絡会 

 ・町田市福祉用具事業所連絡会 

・町田市訪問看護ステーション連絡会 

・町田市特定施設事業所連絡会 

 

【運営委員会・委員推薦団体】 

 ・町田市高齢者福祉施設部会 

 ・町田市介護老人保健施設 

 ・町田市ケアマネジャー連絡会 

 ・町田市訪問介護事業者協議会 

 ・町田市グループホーム連絡会 

 ・町田市訪問看護ステーション連絡会 

 ・町田市社会福祉協議会 

 ・町田社会福祉士会 

 ・東京都介護福祉士会町田ブロック会 

・町田市福祉用具事業者連絡会 

 ・町田市特定施設事業所連絡会 

 ・町田市訪問マッサージ連絡会 

 

【推薦委員を派遣している外部委員会】 

No. 町田市外部委員会名 

1 町田市高齢社会総合計画審議会 

2 町田市地域密着型サービス運営委員会 

3 町田市高齢者支援センター運営協議会 

4 町田市保健所運営協議会準備会 

5 町田市介護保険苦情相談調整会議・介護苦情解決専門員 

6 町田市高齢者虐待防止連絡協議会 

7 町田市老人ホーム入所判定委員会 

8 町田市中学生職場体験推進協議会 

9 町田市男女平等参画協議会 

10 町田市地域福祉計画監理委員会 

11 町田市社会福祉協議会評議員 

12 町田市社会福祉協議会ボランティアセンター運営委員会 

13 町田市社会福祉協議会共同募金配分推薦委員会 

14 町田市社会福祉協議会地域福祉活動計画推進委員 

15 高齢者福祉サービス利用の知的障がい者の支援を進める委員会 

 



№1

2016年度町田市介護人材開発センター事業報告・参加者数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 前年度実績

4/20 5/18 6/15 7/20 9/21 10/19 11/16 12/21 1/18 2/15 3/15

10(1) 13(2) 4(0) 12(1) 9(1) 19(5) 8(1) 20(3) 12(6) 12(1) 15(4) 134(25) 184(32)

8/6

84 84 126

5/14

16 16 15

6/5 9/11 1/29

23 18 29 70 56

7/4 3/15

33 26 59 58

－ －

12/6

13 13 －

12 法令遵守・運営基準・法改正研修
福祉用具
8/24

特定施設
9/22

訪問介護
10/26

CM
12/20

通所
2/10 (5回実施) (3回実施)

年5回　18：30～20：30　定員：100名
町田市健康福祉会館他 15 12 47 101 59 234 267

13 相談援助研修 6/7・24 7/11 11/14 12/16 1/23

全３回×２回　18：30～20：30　定員：30名　町田市民フォーラム
堀越由紀子氏（東海大学教授） 27・28 27 24 24 23 153 163

14 高齢者支援センター職員研修①虐待対応 4/21

年1回　18：30～20：30　定員：100名　町田市健康福祉会館
川端伸子氏（公益社団法人あい権利擁護支援ネット 理事） 67 67 55

15 高齢者支援センター職員研修②権利擁護 7/15

年1回　18：30～20：30　定員：100名　町田市健康福祉会館
星淑恵氏・和田正成氏・(町田市社協)・有田和子（町田市） 59 59 44

 
 
 
 
 
 
 
 

人
材
育
成
事
業

介護保険課
共催

法令遵守

08　介護職員初任者研修 （→未実施）

11　ケアラー公開講座
年1回　13:30～16:30　定員：100名
町田市健康福祉会館

人
材
確
保
事
業

04　市民向け介護技術講習会
     （基礎編）

市民、事業所職員
年3回　13：00～17：00
清風園、いづみの里、桜実会  東京都介護福祉士会町田ブロック会

02　地域密着型就職面接会
　　　(協力）

町田市内の福祉職場での就職を希望する方
年1回　12：00～16：00　町田市文化交流センター

相談援助

高齢者福祉
課共催

支援センター

05　学校での特別事業
年1回～
希望する学校

03　ふくしのしごと就活フェアin
　　　町田

介護福祉職を目指す学生
年1回　12：30～16：30
町田市文化交流センター

2017.3.31現在

事業種別 内容（対象・回数・時間・定員・会場）

01　ハローワーク町田共同面接会
　　　（共催）

高齢者福祉への就労を希望、関心を持っている求職者
11回　9：30～12：00　6～7法人/回
ハローワーク町田      　　　　　　　　　　※（　）内は採用実績



№2

2016年度町田市介護人材開発センター事業報告・参加者数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 前年度実績

2017.3.31現在

事業種別 内容（対象・回数・時間・定員・会場）

16 新任職員研修 4/18

年１回　9：30～16：30　定員：50名　町田商工会議所

冨田静江氏、大貫祐子氏、是枝祥子氏（法人代表理事、大妻女子大学名誉教授）
39 39 47

17 介護リーダー養成講座 5/17 7/19 9/20 11/9

全4回　10：00～17：00　定員：30名
町田市民フォーラム
是枝祥子氏（法人代表理事、大妻女子大学名誉教授）

15 15 15 15 60 59

18 職員向け介護技術講習会 6/8 7/7 8/22

全3回　18：30～21：00　定員：20名　芙蓉園
貝塚誠一郎氏（貝塚ケアサービス研究所代表） 10 11 10 31 51

19 事例検討「認知症の疑いから受診まで」 12/12

年1回　18：00～21：00　定員：50名　町田商工会議所
本間昭氏（お多福もの忘れクリニック　管理医師） 26 26 23

20 リスクマネジメント研修 8/31 9/27

全2回　13：30～17：30　定員：30名　町田市民フォーラム　貝塚誠一
郎氏 22 20 42 35

21 ファシリテーター養成研修 5/23 6/22 7/12

全３回　14：00～16：30　定員：20名　町田市民フォーラム　小峰良子
氏（介護福祉士会理事）

17 16 17 50 71

22 介護職員向け医療的観察・報告の仕方 2/14 3/14

1回　18：30～20：30　定員：30名　社会福祉法人竹清会
2回　18：30～20：30　定員：30名　社会福祉法人芙蓉会
藤田明恵氏(訪問看護ステーションまちきた所長）

16 16 32 31

23 訪問介護計画書作成研修（→出張研修へ振替）

年１回　18：30～20：30　定員：20名　町田市民フォーラム
是枝祥子氏（法人代表理事、大妻女子大学名誉教授） － 47

24-1 介護福祉士国家試験直前講座　筆記編 11/19

年1回　13：30～17：30　定員：20名　町田市民フォーラム
是枝祥子氏（法人代表理事、大妻女子大学名誉教授）、上靜子氏
(東京都介護福祉士会町田ブロック会会員)

9 9 29

2４-2 介護福祉士国家試験直前講座　実技編（→実技試験中止）

年1回　14：00～16：30　定員：20名　芙蓉園
東京都介護福祉士会町田ブロック会会員 － 21

25 出張訪問研修 4/5 5/20・26 8/6 2/21 2/24・29

17 22・22 8 13 6・27 115 0

26 アクティブ福祉in町田’１６ 11/9

年1回　11：00～18：00　町田市文化交流センター
研究発表大会、介護用品・福祉用具展示ＰＲコーナー 437 437 478

人
材
育
成
事
業

分野・領域別

分野・領域別

講師派遣

アクティブ福祉in町田'15

資格取得

介護技術

認知症

ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

多職種連携

訪問介護

基礎知識・技術

ﾘｰﾀﾞｰ育成



№3

2016年度町田市介護人材開発センター事業報告・参加者数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 前年度実績

2017.3.31現在

事業種別 内容（対象・回数・時間・定員・会場）

27 メンタルヘルス研修 6/27
年1回　18：30～20：30　定員：20名　町田市民フォーラム
植田健太氏（臨床心理士・社会保険労務士事務所Office CPSR代
表）

7 7 20

28 職場の人間関係の在り方～交流分析を通して 2/2

年1回　18：30～20：30　定員：20名　グランハート町田
佐藤ちよみ氏（対人援助スキルアップ研究所　所長） 21 21 －

29 就業継続支援事業

－

30 介護カフェ 4/15 5/13 6/10 7/8 8/26 9/23 10/14 11/18 12/9 1/13 2/10 3/10

4 9 4 4 11 6 5 8 5 5 10 5 76 －

31 サ責任カフェ 4/20 5/18 6/15 7/20 8/24 9/21 10/19 11/16 中止 1/18 2/15 3/15

9 13 14 10 11 15 15 11 5 8 6 117 －

11/29
12/1・
3・10

3/10

101 46 33 180 -

 
12/12・
14・14・
16・19

1/10・11・
15・17・18

3/22・
24

84 64 29 177 -

※アクティブ福祉in町田のみ参加者総数、その他は参加実人数です。

2308 1880

ア
ク
テ

ィ
ブ
シ
ニ
ア
介
護
人
材
バ
ン
ク
事
業

初級研修 -

就
労
継
続
支
援
事
業

第1回　10：30～16：00　定員：100名　　町田市文化交流センター
第2回　10：30～16：00　定員：  45名　　成瀬コミュニティセンター
第3回　10：30～16：00　定員：  45名　　鶴川市民センター
第4回　10：30～16：00　定員：  45名　　小山市民センター
第5回　10：30～16：00　定員：  40名　　町田市文化交流センター

事業所見学及び事業所説明会 -

第 1回　10：00～12：00　清風園　（福音会）
第 2回    9：30～11：00　いづみの里　（コモンズ）
第 3回　14：30～16：30　椿　（杏林荘）
第 4回　10：00～12：00　美郷・花美郷
第 5回　13：30～15：30  悠々園
第 6回　10：00～12：00　かりん町田　（友愛荘）
第 7回　13：30～15：30　福音会
第 8回　10：00～12：00　まちだ正吉苑（高ヶ坂ひかり苑、ﾊﾋﾟﾈｽせり
がや）
第 9回　10：00～12：00　コモンズ　（ハピネスせりがや）
第10回　13：30～15：30　みぎわホーム
第11回　14：00～16：00  ぬくもりの園
第12回　14：00～15：30  レガメ町田

分野・領域別

相互啓発

相談

自己啓発

メンタルヘルス



第２号議案

《収入の部》

大区分 中区分 決算額 予算額 差額 備考

町田市補助金収入 20,000,000 20,000,000 0

センター事業収入 参加費収入 1,816,500 3,092,500 △ 1,276,000 就活フェア、研修などの参加費(資料代含む）

広告料収入 155,000 400,000 △ 245,000 アクティブ福祉in町田　当日冊子への掲載

法人収入 正会員会費収入 3,216,700 2,822,000 394,700

賛助会員会費収入 5,000 10,000 △ 5,000

2,600,000 2,600,000 0 町田・安心して暮らせるまちづくりプロジェクト推進協議会事務局事務

6,447,600 5,670,000 777,600 要介護認定調査業務　@8,100×796件

1,387,500 1,387,608 △ 108 町田市要介護認定調査員現任研修事務局事務

1,961,150 1,961,150 0 訪問型サービスAの従事者養成研修業務

その他事業収入 115,000 150,000 △ 35,000 ＴＶ会議システム貸出収入、冊子販売収入

交流会参加費収入 1,191,000 500,000 691,000 大会交流会、多職種連携研修懇親会

受取利息収入 634 0 634 受取利息

雑収入 76,535 0 76,535 資料代他

38,972,619 38,593,258 379,361

《支出の部》

大区分 中区分 決算額 予算額 差額 備考

管理費支出 131,135 120,000 11,135 役員報酬等

事業費支出 35,031,656 38,399,386 △ 3,367,730

人材確保事業費 1,640,735 2,435,041 △ 794,306 就活フェア、介護技術講習会

人材育成事業費 10,423,783 12,210,902 △ 1,787,119 研修、アクティブ福祉in町田15

就労継続支援事業費 329,507 503,030 △ 173,523 メンタルヘルス研修

アクティブシニア人材バンク事業 8,758,347 10,000,000 △ 1,241,653 総事業費には投資活動支出（設備造作・什器備品）を含む

ネットワーク促進事業費 3,393,394 1,631,655 1,761,739 ネットワーク促進活動費等(会員交流会含む)

受託事業費 10,485,890 11,618,758 △ 1,132,868 町田市受託業務

35,162,791 38,519,386 △ 3,356,595

0 73,872 △ 73,872

投資活動支出④ 1,998,459 0 1,998,459

設備造作 216,561 0 216,561 （内訳）AS介護人材バンク：216,561円

什器備品 1,437,098 0 1,437,098 （内訳）AS介護人材バンク：1,045,598円、ネットワーク促進：391,500円

敷金支出 344,800 0 344,800 事務所(山崎)敷金

1,811,369 0 1,811,369

2,995,591 2,995,591

4,806,960 4,806,960

決算額 予算額 差額 備考

人件費 17,588,228 22,832,000 △ 5,243,772 常勤4名、非常勤11名

経費 8,876,356 5,500,000 3,376,356

合計 26,464,584 28,332,000 △ 1,867,416

２０１６年度 収支計算書（案）（総括表）
自：２０１６年４月１日　　至：２０１７年３月３１日

一般社団法人町田市介護サービスネットワーク

受託収入(町田市)

収入計①

支出計②

予備費③

当期収支差額　①-（②+③+④）

前期繰越金

次期繰越金

※参考（事務局経費）

















第４号議案 理事の変更について 

 

 

１．堀場淳理事の辞任に伴う新理事の承認 

 

  新理事： 奥山 孝（おくやま たかし） 

       町田市いきいき生活部長 

 

 

＜議案説明＞ 

（１）堀場淳理事が、2017 年 4 月 1 日をもって町田市いきいき生活部長から町

田市財務部長に就任されました。町田市役所職員の理事就任は、町田市の

外郭団体としての要件にあたります。後任理事候補として、町田市いきい

き生活部長に就任された奥山孝部長のご推薦を頂きました。理事の承認は、

会員総会の決議事項にあたります。 

 

（２）任期：２０１７年６月２６日～２０１８年６月会員総会までの残任期間 

 

 


